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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 81,710 17.6 4,641 △16.4 8,741 63.4 6,419 53.2

2022年3月期第2四半期 69,470 30.5 5,549 205.8 5,347 854.3 4,190 ―

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　16,607百万円 （220.6％） 2022年3月期第2四半期　　5,179百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 250.37 ―

2022年3月期第2四半期 161.72 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 216,877 74,655 34.3

2022年3月期 168,328 58,686 34.7

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 74,473百万円 2022年3月期 58,488百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 20.00 ― 25.00 45.00

2023年3月期 ― 27.00

2023年3月期（予想） ― 25.00 52.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 178,000 17.7 11,500 △13.2 14,500 1.4 11,500 0.4 448.48

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 詳細は、添付資料10ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (４)四半期連結財務諸表に関する注記事項

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注) 詳細は、添付資料10ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (４)四半期連結財務諸表に関する注記事項

(会計方針の変更)及び(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 26,803,320 株 2022年3月期 26,803,320 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 1,160,681 株 2022年3月期 1,162,643 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 25,641,302 株 2022年3月期2Q 25,911,140 株

(注) 期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、「役員向け株式交付信託」及び「株式給付信託(J-ESOP)」の信託財産とし

て保有する当社株式が含まれております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (３)連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。

(四半期決算説明会内容の入手方法について)

当社は、2022年11月10日に機関投資家向けの四半期決算説明会を開催する予定です。当日使用する決算説明会資料については、開催後速やかに当社ホー
ムページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における電子部品業界は、世界的なサプライチェーンの混乱による最終製品の減産が

継続するとともに、資源価格などの上昇による物価の上昇や金利引き上げ政策などにより景気の減速懸念が広が

り、先行きの不透明感が強まりました。

このような状況の中当社グループでは、受注の減少に歯止めがかかったものの、若干の受注増加にとどまりまし

た。販売面では、車載向け基板は自動車減産の影響が継続するとともに、スマートフォン向け基板では中国の景気

低迷やウクライナ情勢による欧州向け需要の低迷が重なり厳しい状況となりました。生産面では工場稼働率が低下

しコストの削減、投資の抑制などの施策を推進しましたが、営業利益は前年同期比でマイナスとなりました。為替

が円安で推移したため、売上高、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益は上期として過去最高となりまし

た。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、81,710百万円（前年同期比17.6％増）と前年同期に比べ

12,239百万円の増収となりました。損益面では、営業利益が4,641百万円（前年同期比16.4％減）、経常利益が

8,741百万円（前年同期比63.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益が6,419百万円（前年同期比53.2％増）

となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第２四半期連結会計期間末の資産は216,877百万円となり、前連結会計年度末に比べ48,548百万円増加しまし

た。流動資産において、現金及び預金が8,326百万円増加、受取手形及び売掛金が7,093百万円増加、棚卸資産が

7,265百万円増加、流動資産のその他が2,051百万円増加、固定資産において、有形固定資産が15,702百万円増加、

のれんが6,595百万円増加が主な要因であります。

(負債)

当第２四半期連結会計期間末の負債は142,222百万円となり、前連結会計年度末に比べ32,579百万円増加しまし

た。流動負債において、短期借入金が27,328百万円増加、固定負債において、長期借入金が1,149百万円増加、退

職給付に係る負債が1,762百万円増加が主な要因であります。

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末の純資産は74,655百万円となり、前連結会計年度末に比べ15,968百万円増加しまし

た。利益剰余金が5,775百万円増加、為替換算調整勘定が10,253百万円増加が主な要因であります。
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(キャッシュ・フローの状況の分析)

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、18,777百万円となり、

前連結会計年度に比べ8,326百万円増加（前年同期は493百万円増加）しました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、2,327百万円（前年同期は2,344百万円の増

加）となりました。この増加は、主に税金等調整前四半期純利益8,527百万円、減価償却費4,631百万円による資金

の増加と、為替差益2,721百万円、売上債権の増加1,619百万円、仕入債務の減少4,418百万円による資金の減少に

よるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、21,483百万円（前年同期は4,726百万円の減

少）となりました。この減少は、主に有形固定資産の取得による支出10,524百万円、連結の範囲の変更を伴う子会

社株式の取得による支出9,312百万円による資金の減少によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は、26,401百万円（前年同期は2,723百万円の増

加）となりました。この増加は、主に短期借入金の純増額25,499百万円、長期借入れによる収入5,000百万円によ

る資金の増加と、長期借入金の返済による支出3,314百万円による資金の減少によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の連結業績予想につきましては、本日（2022年11月４日）公表いたしました「営業外収益(為替差

益)の計上と通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,699 19,026

受取手形及び売掛金 35,748 42,842

商品及び製品 10,238 12,766

仕掛品 8,073 8,625

原材料及び貯蔵品 11,457 15,642

その他 2,314 4,366

貸倒引当金 △164 △180

流動資産合計 78,367 103,090

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 25,643 29,093

機械装置及び運搬具（純額） 41,092 45,951

土地 2,445 2,531

建設仮勘定 9,925 17,006

その他（純額） 3,455 3,682

有形固定資産合計 82,562 98,264

無形固定資産

のれん 304 6,899

その他 650 714

無形固定資産合計 954 7,614

投資その他の資産 6,444 7,908

固定資産合計 89,961 113,787

資産合計 168,328 216,877
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 24,319 24,403

短期借入金 28,166 55,495

1年内返済予定の長期借入金 5,961 6,500

未払法人税等 984 1,897

賞与引当金 1,064 1,185

役員賞与引当金 58 2

その他 12,472 13,088

流動負債合計 73,027 102,573

固定負債

長期借入金 32,266 33,416

役員退職慰労引当金 215 215

株式給付引当金 114 144

役員株式給付引当金 24 28

退職給付に係る負債 2,717 4,479

その他 1,275 1,362

固定負債合計 36,615 39,648

負債合計 109,642 142,222

純資産の部

株主資本

資本金 12,888 12,888

資本剰余金 6,700 6,700

利益剰余金 28,061 33,836

自己株式 △2,186 △2,180

株主資本合計 45,464 51,245

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4 8

繰延ヘッジ損益 △41 △107

為替換算調整勘定 13,173 23,427

退職給付に係る調整累計額 △112 △100

その他の包括利益累計額合計 13,024 23,228

非支配株主持分 197 181

純資産合計 58,686 74,655

負債純資産合計 168,328 216,877
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 69,470 81,710

売上原価 57,310 69,189

売上総利益 12,160 12,520

販売費及び一般管理費 6,610 7,879

営業利益 5,549 4,641

営業外収益

受取利息 22 50

受取配当金 13 3

為替差益 90 4,237

その他 230 304

営業外収益合計 357 4,595

営業外費用

支払利息 327 430

その他 232 65

営業外費用合計 559 495

経常利益 5,347 8,741

特別利益

固定資産売却益 2 0

投資有価証券売却益 9 ―

特別利益合計 12 0

特別損失

固定資産除売却損 58 137

災害による損失 23 60

事業構造改善費用 ― 15

新型コロナウイルス感染症関連損失 628 ―

その他 18 ―

特別損失合計 728 213

税金等調整前四半期純利益 4,631 8,527

法人税等 481 2,156

四半期純利益 4,149 6,371

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △40 △48

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,190 6,419
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 4,149 6,371

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2 3

繰延ヘッジ損益 △256 △65

為替換算調整勘定 1,262 10,286

退職給付に係る調整額 25 11

その他の包括利益合計 1,029 10,236

四半期包括利益 5,179 16,607

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,218 16,623

非支配株主に係る四半期包括利益 △38 △15
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,631 8,527

減価償却費 3,777 4,631

のれん償却額 20 20

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △16

賞与引当金の増減額（△は減少） 118 △137

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △43 △58

株式給付引当金の増減額（△は減少） 62 30

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 10 4

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4 56

受取利息及び受取配当金 △35 △53

支払利息 327 430

受取保険金 △77 △22

為替差損益（△は益） △172 △2,721

有形固定資産除売却損益（△は益） 55 137

投資有価証券売却損益（△は益） △9 ―

災害による損失 23 60

事業構造改善費用 ― 15

新型コロナウイルス感染症関連損失 628 ―

売上債権の増減額（△は増加） △4,982 △1,619

棚卸資産の増減額（△は増加） △3,365 △369

仕入債務の増減額（△は減少） 1,317 △4,418

その他の資産の増減額（△は増加） △278 △347

その他の負債の増減額（△は減少） 1,316 △323

その他 9 △18

小計 3,337 3,806

利息及び配当金の受取額 37 48

利息の支払額 △335 △422

保険金の受取額 77 22

事業構造改善費用の支払額 ― △15

新型コロナウイルス感染症関連損失の支払額 △513 ―

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △259 △1,111

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,344 2,327

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,620 △10,524

有形固定資産の売却による収入 4 0

無形固定資産の取得による支出 △108 △65

投資有価証券の取得による支出 △100 ―

投資有価証券の売却による収入 11 ―

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

― △9,312

保険積立金の積立による支出 △1 △1

その他 87 △1,580

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,726 △21,483
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 8,541 25,499

長期借入れによる収入 ― 5,000

長期借入金の返済による支出 △4,151 △3,314

リース債務の返済による支出 △189 △140

自己株式の取得による支出 △955 △0

自己株式の処分による収入 0 2

配当金の支払額 △521 △644

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,723 26,401

現金及び現金同等物に係る換算差額 152 1,081

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 493 8,326

現金及び現金同等物の期首残高 12,121 10,450

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,615 18,777
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社グループの有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法について、これまで当社及び国内連結子会

社では主として定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

当社グループは、主要顧客メーカーの生産拠点の海外進出に合わせて、車載向け及びスマートフォン向け基板

の受注を取り込むべく量産拠点を中国やベトナムに設立しておりますが、昨今の新型コロナウイルス感染症拡大

に伴う工場操業停止やサプライチェーンの混乱等、安定的な製品供給が課題となっております。また、自動車の

電装化の拡大や通信分野での５Ｇ/６Ｇへの対応など、今後も継続して受注増加を見込んでおり、これらの課題

に対応すべく当連結会計年度から国内工場への大規模な投資を実施しております。

当該投資を契機に有形固定資産の減価償却方法について改めて検討したところ、当社及び国内連結子会社が保

有する有形固定資産は今後長期にわたり安定的な稼働が見込まれ、その投資効果が平均的に生ずると見込まれる

ことから、有形固定資産の減価償却方法として定額法を採用することが合理的であり、かつ当社グループの経営

実態をより適切に反映すると判断いたしました。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益はそれぞれ115百万円増加しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、電子回路基板等の設計、製造販売及びこれらの付随業務の電子関連事業を主とし、その他の

事業については、重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

（第三者割当による第一回社債型種類株式の発行並びに資本金及び資本準備金の額の減少）

当社は、2022年９月21日開催の取締役会において、第三者割当による第一回社債型種類株式の発行並びに資本

金及び資本準備金の額の減少について決議し、2022年10月25日付で払込が完了いたしました。詳細は、2022年10

月25日公表の「第三者割当による第一回社債型種類株式の発行に係る払込完了並びに資本金及び資本準備金の額

の減少の効力発生に関するお知らせ」をご覧ください。

　


